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調査は以下13種の資料について行なった。①市川盛三郎訳『小学化学書巻ー~三j (明治 7 年)、②松











もっとも限定されている語群を A、すべての資料にあらわれる語群を D とする。また、その中間であ





「寸? ①~⑤ ⑥⑧⑩ ⑦⑨⑪ ⑫⑬ 明治 7 ~15 明治18~27 明治20~33 明治43、大正 8
A 。 ム ム ム
B 。 。 。 ム
C 。 。 。 ム
D 。 。 。 。
類型 E E N 
漢文訓読的要素の多少 多‘ 惨少
①~⑤の資料は A から D までの語群の使用が見られる。これを類型 I と呼ぶことにする。
資料⑥⑧⑩は B~D の語群の使用が見られ、これを類型 E、資料⑦⑨⑪は CD の語群の使用が見ら






類型 I …語群 A~D が全て出現する。アタカモ、アニ、イズクンゾなどの漢文訓読的性格の強い副詞、
接続形式が多用される文体。
類型 H …語群 B~D が出現する。シカレドモ、スコブル、ハナハダといった漢文訓読的性格の強い
副詞、接続形式が比較的多く使用される文体。




類型 1 I 
資料番号 ①②③④⑤ ⑥⑧⑩ 










文体類型 I から Nに相当するかのように思われる。しかしながら、資料⑥~⑪は刊行年に関わらずそれ




第 4 章では『横浜毎日新聞』明治 8 年 (2 月 1 日から一週間分)、『毎日新聞』明治20、 32、 39年(そ





一一一一----J!型 I E E N 
語群 A 。 ム ム ム
語群 B 。 。 。 ム
語群 C 。 。 。 ム
語群 D 。 。 。 。
小学校理科 資料番号 ①~⑤ ⑥⑧⑩ ⑦⑨⑪ ⑫⑬ 













分類記号 α F 
漢文訓読的要素の多少 多‘ 惨少
その結果、新聞記事の文章の類型は A~D 全ての語群の使用がみられる記事類 (α) と、語群 A の
使用が語群 B の使用の約三分のーと極端に少ない新聞記事類 (ß) の二つに大きく分けられた。記事
類 α は、全ての語群にわたって使用がみられるため第 3 章の教科書文の分析で得られた類型 I の文体で




新旧に関わらず I 類に分類された。類型 E には主に明治期後半の商況、雑報の記事が分類された。これ
らは明治期前半には I 類の類型で書かれていたものであるが、年を降る毎に文体が変わってきているこ





第 5 章 雑誌『太陽』における文語文記事の文体類型
第 5 章では、総合雑誌『太陽』の明治28年、明治34年、明治42年、大正 6 年、大正14年の各年第 l 号
を対象とし、第 3 、 4 章で用いたのと同様の漢文訓読的性格を有する語を指標とし、文体を分類し、そ
の文体類型のあり方について考察した。雑誌『太陽』では、語群 A~D に一定量の漢文訓読的性格を

































第 6 章では、文学的場面で書かれた文語文として政治小説 (20作品)を取り上げ、第 I 部第 2 章と同
様に、先行研究によって漢文訓読語とされているもののうち、副詞・接続調相当の漢文訓読語について
使用数をみた。対象とした作品は以下のとおりである。なお、( )内は作品の発行年(明治)を示す。
①菊亭香水『惨風悲雨 世路日記』上~下編 (15) 、②丹羽純一郎訳『花柳春話』第一編 (11)、③東海
散士『東洋之佳人j (21)、④高須治助訳『露国奇開 花心蝶思録j (16) 、⑤服部悔松訳『泰西活劇 春
窓締話』第一~五回 (17) 、⑥尾崎行雄『新日本』第一~十章 (19) 、⑦東海散士『佳人之奇遇』一編巻
ー~三 (18) 、③戸田欽堂『民権演義情海波澗j (13) 、⑨矢野龍渓『報知異聞 浮城物語』第一~二
-494-
十回 (23) 、⑩矢野龍渓『斉武名士 経国美談』第一~十回(16) 、⑬矢野龍渓『新社曾』第一~十回
(35) 、⑫関直彦訳『政党余談春鴛嚇J 第一編 (17) 、⑬宮崎夢柳 r=r::のーと叢j (21)、⑭宮崎夢柳
訳『虚無党実伝記 鬼敵陣kj (17) 、⑬原抱一庵『闇中政治家J 第一~十回 (24) 、⑬坂崎紫澗『天下無
双人傑海南第一伝奇 汗血千里駒』第一~廿二回 (16) 、⑫武田交来『冠松真土夜暴動j (13) 、⑬宮崎
夢柳訳『仏蘭西革命記 自由の凱歌J 第一~五十五回 (15) 、⑮宇田川文海『勤王佐幕巷説二葉松J






説の類型 I-----m は、実用的な文語文の類型 I-----m と重なる文体類型である。さらに、作品の文体類型と
発表年の関係に着目する(図 2 )と、政治小説の文体類型が I から Eへ推移させる時期と、実用的な文








A' 。 。 。 ム A 
用体実文 | B' 。 。 。 ム B 
C' 。 。 。 。 C 三群名日五ロ で
一一一一一一一一一一一一
。 。 。 。 D 
ム 。 。 。 ﾗ 
政治小説の文体類型 I E E V 
実用文の文体類型 I E E ﾗ 
」一 一一一一一
発行年(明治)











の14作品を対象とした。( )内には発行年(明治)、[ J 内には作品の内容ジャンルを示す。①丹羽
車竜一郎『欧州奇事 花柳春話』第一篇 (1 1) [政治、情史〕、②高須治助『露国奇開 花心蝶思録j (16) 
〔政治、情史〕、③服部'撫松『泰西活劇 春窓締話』第一~五回 (13) [政治〕、④川島忠之助『新説八
十日間世界一周J 第一~九回 (1 1) [冒険〕、⑤森田思軒『探偵ユーベルj (22) [政治、スパイ〕、⑥竹
内余所次郎『一名 西洋歌舞伎種本j (19) [戯曲〕、⑦井上勤『開巻驚奇龍動鬼談j (13) [探偵〕、③
永峯秀樹『開巻驚奇暴夜物語』巻之一、二 (8) [説話〕、⑨井上勤『独逸奇書狐の裁判J 第一~三
回 (17) [古語、風刺〕、⑩宮崎夢柳『虚無党賓停記鬼敵陣kj 第一~六回 (15) [政治〕、⑪井上勤『人
肉質入裁判j (16) [戯曲〕、⑫神田孝平『和蘭美政録j (10) [探偵〕、⑬宮島春松『欧州小説 哲烈禍福






語文の文体類型と比較すると、表 5 のようになる。実用的な文語文の調査において類型 I とされたとこ
ろが、翻訳文では語群 α が特徴的に使用される 1 - 1 と、語群 α 、 F が特徴的に使用される 1 -2 に分
けられた。翻訳文の類型E 、 E は実用的な文語文の類型E 、 E とそれぞれ重なる文体類型であることが、
例文の比較により確かめられた。
また、翻訳小説の文章では作品の素材および主題に対して、ある程度志向される文体があったものと
考えられる。漢文訓読的な性格が強く硬い文体である類型 1 - 1 には資料①~③のような政治小説が分







ヰぞ 資料番号①~③ ④~⑥ ⑦~⑪ ⑫ ⑬・⑭
語群めのた 翻訳体分類文
α 。 。 。 。 。
の 言体文A F 。 。 。 ム 。
Y 
。 。 。 ﾗ 。 B 語群名 で
d 。 。 。 。 。 C 
の
ε 。 。 。 。 。 ﾗ 
翻訳文の文体類型 1 -1 1 -2 E E V 




第 8 章 明治期の文語文による少年文学の文体類型
第 8 章では、明治期に文語文で書かれた少年文学作品12作品を対象とし、漢文訓読語の使用状態(多
寡)から文体類型を見出し、その性格を明らかにした。対象とした作品は以下のとおりである。( )内
は発行年(明治)、[ J 内には作品の内容を示す。①森田思軒訳『十五少年j (29) [冒険〕、②幸田露伴
『伊能忠敬j (32) [史伝〕、③川島忠之助訳『八十日間世界一周j (11) [冒険〕、④石井研堂『中浜万次郎』
(33) [史伝〕、⑤幸田露伴『二宮尊徳j (24) [伝記〕、⑥石井研堂『鯨幾太郎j (26) [冒険〕、⑦漣山人『こ
がね丸j (24) [童話〕、⑧石井研堂『少年魯敏遜j (33) [冒険〕、⑨江見水蔭『加藤清正j (27) [史伝〕、
⑩幸田露伴『弓太郎j (28) [少年〕、⑪川上眉山『賓の山j (24) [童話〕、⑫江見水蔭『今弁慶j (24) [少
















扇子 1 II 
a 。 ム ム
b 。 。 。
C 。 。 。


















































一群、 5 割~7 割強の一群、 5 割未満~
2.5割の一群、 2.5割未満の一群という四
つのまとまりである。これらを類似した
文体類型として捉え仮に漢 I 、漢E 、和
E 、和 I と命名した。




















































典型的・共通的に類型 I から Eの文体をある程度分類することが可能な語がある。また、語群 A から










































l 章)、そのうえで、近代文語文の研究の現状を示し、本論文の目的と方法を述べる(第 2 章)。
第 E 部「漢文訓読的要素からみた近代の実用的文語文体の類型J では、実用的な文章として、小学校





小説(第 6 章)・翻訳小説(第 7 章)・少年文学小説(第 8 章)の文語文をとりあげ、漢文訓読語を指標
として文体類型について検討している。文学的な文語文には、実用的文語文と共通の文体類型が 3 種、
異なる類型が l 種あると考えた。さらに、漢文訓読語の対概念である和文語を指標として文学的文語文
の文体類型を見いだすことも試みている(第 9 章)。
第W部は「近代文語文の文体類型の位置づけ」として、これまでに見いだされた近代文語文の文体類
型の性格をあらためて考え、それらの文体類型の意味するところを考察し、また、どのように位置づけ
られるのかを検討している。同時に、これまで指標となってきた漢文訓読語の指標語としての性格を論
じている(第10章)。
第V部「結論」は、本論文で見いだされた文体の文化的背景についてさらに論じ、今後の課題につい
てまとめている(第11章)。
従来の近代日本語の文章研究は、言文一致にいたるまでの口語文研究が中心であり、近代の文章の相
当部分を占める文語文については、ほとんど検討がなされてこなかった。そのようななかで、本論文は、
近代文語文を対象として、漢文訓読語を指標とすることによって、教科書・新聞・雑誌の実用的文語文、
および政治小説・翻訳小説などの文学的文語文にみられる文体類型を見出し、それらの文体的な性格を
論じ、また時代的変遷を明らかにした。この成果は、近代日本語の文体論研究・文章史研究に大きく寄
与するものといえる。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められ
る。
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